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1.　大会概要

2026年度の年次大会が，2026年 6月 6日（土）
の午後にZoomとバーチャル空間 oViceを使い，「経
営情報におけるセキュリティマネジメント」をテー
マとして開催されました．今回の大会では，林郁
也氏（日本シーサート協議会・運営委員会委員長；
NTTセキュリティジャパン，NTT-CERT）をお招
きしての招待講演，井上直幸氏（筑波大学大学院）
による学会賞受賞者講演，ポスター発表セッション
のプログラムが設けられました．昨年に続き，今年
度も招待講演と学会賞受賞講演はZoom，ポスター
発表セッションは oViceで開催いたしました．大会
には 183名もの多くの皆様にお申込みをいただき
ました．

2.　招待講演

今大会の招待講演では，日本シーサート協議会・
運営委員会委員長の林郁也氏に「経営情報をめぐる
サイバーセキュリティの矛と盾」のタイトルでご講
演をしていただきました．サイバーセキュリティの
基本的な考え方から始まり，企業へのサイバー攻
撃・インフラへのサイバー攻撃・病院へのサイバー
攻撃・人々の認知へのサイバー攻撃（サイバー空間

を利用使用した情報戦）に関する事例をご紹介され
ました．そして，なぜ，こうしたことが起こるのか，
何が今までと違うのかについて，「サイバー空間」
という新たな社会領域が成立したこと，企業におい
ては，インプットからアウトプットに至るまで，ほ
ぼすべての箇所に ITシステムが関わるようになっ
たことを指摘されていました．そして，情報におけ
る監視と制御において，「情報を広く取り入れるこ
とは大切だが，適切でない情報が含まれているかも
しれないので『扱わない』」のではなく，「ファクト
チェックや専門家配置を行い，適切にカウンターナ
ラティブを実施する」こと．「DXの促進は不可欠
だが，セキュリティの観点では弱点になるかもしれ
ないので採用しない」のではなく，「DXの促進は
不可欠で，セキュリティ上の弱点になる部分を調べ
て多層防御する」こと．そして，「AIの利便性は認
めるが，危険なので使わない」のではなく，「AIの
圧倒的利便性を認め，上手な使い方を見出す」こと
とし，サイバーセキュリティの「矛と盾の統合」を
提言されていました．
講演の最後には，本学会に対し，「経営情報学会
の使命は，情報やコミュニケーションと経営の接点
に関心を持つ研究者，実務家，および教育者に対し
て，企業，組織，社会，また個人の情報および情報
技術の活用に関する対話の場を提供すること」で
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「広範な方々が対話し，知を結集する素晴らしい機
会」とのコメントを頂戴しました．
今現在，サイバーセキュリティの領域で生じてい
るさまざまなサイバー攻撃について学ぶことがで
き，これからどう対処していくべきか（「正しく怖
がる」という表現が印象的でした），特にみんなで
つながり，対話を続けていくことが必要であること
を知りました．大変，興味深い講演でした．

3.　学会賞受賞講演

2025年度の学会賞は，井上直幸氏（筑波大学大
学院ビジネス科学研究群），木野泰伸氏（筑波大学
ビジネスサイエンス系），倉橋節也氏（筑波大学ビ
ジネスサイエンス系）による「高齢者市場における
イノベーション普及プロセスの構造分析」（『経営情
報学会誌』第 33巻，第 4号，pp. 169–191）に決定
しました．そこで本大会では，著者の井上直幸氏に
この論文内容について講演いただきました．
講演内容としては，論文に示されている通り，高
齢化社会の進展に伴い，消費の担い手として高齢者
への期待が高まる一方，高齢者層におけるインター
ネットを通じた消費活動が発展途上にある現代にお
いて，オンラインショッピングに焦点を当て，高齢
者の知覚リスクと意思決定がイノベーション普及に
及ぼす影響の分析を試みるものでした．分析ではプ
ロスペクト理論を用いた意思決定とイノベーション
普及モデルを組み合わせ，シミュレーションを行う
ことで，高齢者市場の成長メカニズムが明らかにさ
れていました．
受賞，誠におめでとうございます．

4.　ポスター発表セッション

本年度の年次大会でも，ポスター発表セッション
では oViceを活用し，発表者と参加者が自由に意見
を交換できる環境を整えました．今回は 40件の応
募があり，テーマも多岐にわたりましたが，AIや
LLMに関連したテーマが多かったことが特徴的で
した．ポスターセッション中は，参加者が自由に
ブースを回遊でき，参加者同士のディスカッション
や質疑応答も活発に行われていました．
今年度の「優秀萌芽研究賞」には，以下の 4件が

選出されました．
・ 宮田実奈氏（慶應義塾大学大学院）・高橋大志氏
（慶應義塾大学大学院）「家計パネルデータに基づ
くクラスタリングとペルソナ設計の試み」
・ 河手愛実氏（慶應義塾大学）・章子いく氏（三菱
地所）・鈴木天心氏（慶應義塾大学）・保科りさ子
氏（慶應義塾大学）・森野茉奈氏（慶應義塾大学）・
清水たくみ氏（慶應義塾大学）「自己効力感を変
動させる組織的文脈：大企業／スタートアップ間
比較」
・ 須藤優音氏（芝浦工業大学）・後藤裕介氏（芝浦
工業大学）「管理者の対応不安を低減する LLM労
務ヒアリング訓練システムにむけて」
・ ZHU BORUILONG氏（東京理科大学）・大江秋
津氏（東京理科大学）「研究開発能力は取引先から
のロックインを回避できるのか―資源依存論によ
る自動車部品サプライヤーの取引の自律性―」
　こちらも受賞，おめでとうございます．

5.　おわりに

年次大会は2020年の新型コロナの感染拡大以降，
オンラインでの開催となり，近年は，現在のZoom
による講演会．oViceによるポスターセッションの
スタイルが定着してきました．ポスターセッション
においては，例年 40件前後のお申し込みをいただ
いています．昨年度の大会報告でも記載されており
ましたが，一部の会員の皆様からは年次大会に対し
て，対面方式での開催のご要望もいただいておりま
す．今後もこのスタイルに囚われることなく．大会
の運営方法について検討していきたいと考えており
ます．機会がございましたら，年次大会の感想など
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を大会担当理事に寄せていただければ，今後の参考
とさせていただきます．
最後に，今回の大会を無事終えることができたの
も，講演者，発表者，参加者，そして準備に関わっ

てくださった多くの方々のご協力のおかげです．こ
の場をお借りして，大会に関わってくださった皆様
に御礼申し上げます．


